




















































堀金小3年ぬかくど体験　～　お米の話し

豊科北小3年謎探しウォーク　～　発表

豊科南中3年課題解決型探究　～　フィールドワーク

豊科東小4年謎解きウォーク　～　ワークショップ

ダブルクリックにて写真を挿入

堀金小4年謎探しウォーク　～　ワークショップ堀金小3年謎解きウォーク　～　フィールドワーク

ふるさと探究安曇野2024(学校講座）



 

「信州ハムSDGs基金」助成金実績報告書 

2024年 ９月３日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 北安曇郡池田町池田4371-1 

団体名 実家の茶の間 

代表者職氏名 代表 曽根原鈴美 
印  

「信州ハムSDGs基金」助成金について、下記のとおり報告します。 

記 

１．冠基金名 

信州ハムSDGs基金（2023秋助成） 

２．助成金活動内容（この事業で具体的に行ったこと） 

夏休み応援企画3日間 8月4日6日7日 

高瀬川での自然観察の学習支援と川遊び 

テントを購入して野外で食事をと計画していましたがテントが間に合わず、 

一日目橋の下と、2日目木陰と、3日目以前の壊れたテントを木に括り付け、間に合わせました。申

請時にお知らせしている10月に予定の芋掘り、焼き芋の時には活躍します。 

３．事業の成果（この事業で具体的に実現した状態、誰がどのような助けを得られたか） 

他のイベントが重なったりして参加者が減ったので、同じことをしたのでは来年の参加が見込めな

いように感じました。学習内容を検討しなければと他の計画立案しています。しかし今年はそれで

も保全活動する大人たちが加わり、石の観察で、夏休みの自由研究に張り切る子には、突っ込んだ

学習自然体験になったと思います。昨年参加の子どもたちが今年も楽しみにしてくれていたのには

励まされました。実はこの夏計画以外にお母さんからの要望があって、お泊り会でテントを張って

ドラム缶風呂する予定でしたが、中心になっていた方がコロナになり、中止せざるを得ず残念でし

た。 

予定外で9月に行われる八幡社の実家前ふるまいで沿道に設置、高瀬川火祭りでの甘酒のふるまいに

活用しようと思います。 

 

 

 

 

４ 寄付者様へのご報告（メッセージ） 



 

私たちのグループはスタッフが高齢のため、普段の食事提供は高齢者が中心で、子どもたちの

参加は、長期休みなどの野外活動が主になります。 

今年度ほぼ1か月に1回は子どもたち中心のイベントを行う予定です。今回の助成で丈夫なテン

トの購入ができ、野外活動に心配なく取り組めます。テント手に入って計画内容が変わり、予

定外の形で9月の八幡社例大祭での子どもによる無料ふるまい、屋台や、10月の火祭りイベン

トでも活用できそうで、大変ありがたくうれしいです。うちで使わない時も、もったいないの

で同地域の他の子ども食堂のイベントに利用有効活用してもらえればと思っています。本当に

ありがとうございました。また今後のイベントが終わりましたら写真など送らせていただきま

す。取り急ぎテント購入できましたので、ご報告をさせていただきました。 

５．助成対象事業の実施状況を示す書類（添付書類） 

（１）収支報告書（様式第３－１号） 

（２）収支報告書の証拠書類（領収書の写し等） 

（３）活動の実施風景写真（外部公開可能なもの） 

（４）その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 

これからのご報告になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 













(様式第 3号 )

「信州ハム SDGs基金」助成金実績報告書

2025年  4月  11日

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様

所在地
¬|=396‐0004

伊那市手良中坪 1452番地

NPO法 人 山の遊び合 はらべ こ団体名

代表者職氏名 阿部 大輔

「信州ハム SDGs基金」助成金について、下記のとお り報告します。

1.冠基金名

信州ハム SDGs基金 (2023秋助成 )

2.助成金活動内容 (こ の事業で具体的に行ったこと)

・外部より講師をお招きし、ワークショップを開催した。

(それぞれデザイン、音楽、ことばのワークショップの計 3回 )

・助成金を使用しレンタカーを借りて新潟まで行き、釣りをはじめとした海での活動を行うこ

とができた。

3.事業の成果 (こ の事業で具体的に実現した状態、誰がどのような助けを得られたか)

主に小学生の参加者を対象として、デザインのワークショップ :普段何気なく履いている靴の

構造や作り方を学んだり、自分の足を実際に測ったり観察することを通 して、靴のデザインに

ついて考えた。/音楽のワークショップ :実際のピアノの演奏を聴き、その音楽から受け取つ

た気持ちを、絵に描いて表現 した。/言葉のワークショップ :実際に俳句を作つたり、詩を作

つたりすることを通 して、言葉のおもしろさをやそれぞれの言葉の感じかたを共有した。

また、新潟までレンタカーで行き、海という子どもたちにとつては非日常的な場所で、釣 りを

したり泳いだり、海の生き物に触れたりと、心と体の感覚を大いに広げることができた。

ヽ

記



(様式第 3号 )

4 寄付者様へのご報告 (メ ッセージ)

5.助成対象事業の実施状況を示す書類 (添付書類 )

(1)収支報告書 (様式第 3-1号 )

(2)収支報告書の証拠書類 (領収書の写し等 )

(3)活動の実施風景写真 (外部公開可能なもの)

(4)そ の他参考資料 (事業の経過や成果を証するもの)

ご寄付をいただき、講師料に当てさせていただくことができたため、内部だけで行う活動

にとどまらず、外部から講師をお招きし、子どもたちも新鮮な気もちで活動に取り組むこと

ができました。

今年度は 3回のワークショップと海あそびを含む、宿泊 2回、活動 11回のプログラムを実

施し、平均 20名 ～30名 の児童が 1年を通して継続的に参加する、充実したプログラムを開催

することができました。また、ワークショップの中には、中高生、大人も参加を希望する会

もあり、様々な年齢層の関わりを持つことができました。

近年の燃料などの物価高騰のなか、頂いたご寄付でレンタカーを借りて、海なし県の長野

から新潟まで出かけることができました。購入させていただいた釣り具などを使つて、魚を

釣り、それらを調理して食べるところまで挑戦してみるといった、普段段なかなか味わえな

い貴重な体験をすることができました。本当にありがとうございました。
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（様式第３－１号） 

「信州ハム SDGs 基金」助成金実績報告書 

2025 年 7 月 14 日 

公益財団法人長野県みらい基金 理事長 様 

所在地 松本市梓川倭 2953-4 

団体名 ポジ◎ラボ 

代表者職氏名 丸山亜希 印 

「信州ハム SDGs 基金」助成金について、下記のとおり報告します。 

記 

１．冠基金名 

信州ハム SDGs 基金（2024 春助成） 

２．助成金活動内容（この事業で具体的に行ったこと） 

令和 6 年 6 月 24 日～令和 7 年 6 月 30 日 

① SDGs の理解を深めるためのワークショップ 

② 58 回子ども食堂・学習支援・体験活動（レクリエーション・運動）食育 

 

３．事業の成果（この事業で具体的に実現した状態、誰がどのような助けを得られたか） 

①学校の教科書が改訂され、SDGs の関連も意識したり学習の見通しをもつようになって

きているが、タブレット等で検索する、本で調べるのみで探究活動につなげるのに困難さ

を抱えています。総合的学習の時間を通して、当団体のスタッフが中学校に講義に行かせ

ていただきました。 

教員の労働時間が増加傾向にあり過度な負担がかかっている状況のため、忙しい先生方に

変わり地域で支え合うことで子どもたちに多様な教育を推進することができました。 

又、講義に参加した生徒がその後、当団体の居場所事業にボランティアとして携わる

事が決まりました。未来の為に自分たちで何ができるかを考え、主体的に参画したいと

いう声が生れたのが非常にうれしく思います。 

 

③  

コロナ禍で行事が縮小し、地域の方々と接する機会やご近所付き合いも減少傾向であ

り、孤食や食育も減ってきています。子ども食堂にくる親御さんから「うちの子は偏食

がある」と相談されたり食べる前から「食べたくない」というお子さんもいるが、食堂

へ来るとたいてい、普段食べないものが食べられることが多いとのことです。 



（様式第３－１号） 

子どもの頃からの経験を通して「おいしい」という感覚を育むことが大切であり、あま

り好きではないものでも、おいしそうに食べるお友だちの姿に後押しされて好きになる

こともあります。「おいしい」理由には味付けなどの工夫も必要であるがそれだけでなく

「他者との関わり」が大切であると実感しました。 

 

【子ども食堂の参加者の声】 

中学生より「毎週参加したい」「ここが楽しみだから頑張れている」と予約がある。 

友達同士で自主学習や、一緒に料理や片付けのお手伝いをしてくれます。 

包丁が使えなかった子が使えるようになり、年下の面倒や受付などもお手伝いができ、  

地域の方々とふれあえる機会となっています。 

なかには麺類がうまくすすれない（近年、麺が給食や家庭で出ない子もいる） 

「ゆで卵を初めて食べた」と話す生徒もおり、このままだと作り方を知らないまま大人に

なることも考えられます。 

・不登校の子が子ども食堂へ顔を出せるようになってきており、他地区の生徒と積極的に

会話ができ前向きな様子で良い変化がみられるようになりました。 

学校や行政の理解や連携もとれてきており温かな輪が広がっています。 

 

 

 

４ 寄付者様へのご報告（メッセージ） 

・当団体の子ども食堂は「スタッフがすべてやろう！」といったボランティアスタッフが

抱えて運営するのではなく、参加者同士の子ども～高齢者同士が助け合い、声を掛け合い、

やりがいや主体性のある居場所をみなさんでつくっています。ご支援いただいたおかげで

継続で事業ができています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

５．助成対象事業の実施状況を示す書類（添付書類） 

（１）収支報告書（様式第３－１号） 

（２）収支報告書の証拠書類（領収書の写し等） 

（３）活動の実施風景写真（外部公開可能なもの）  

（４）その他参考資料（事業の経過や成果を証するもの） 
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